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｢ 寄付は意思 ･ 応援 ･ 願 い｣

さなぶりは ､ ｢ 寄付月間 ～ Givi n g D e ⊂e m b e r
～ ｣

の趣旨に賛同して ､ 昨年に続い て ｢寄付の チカラ｣

を開催します｡ 今年は ､ さとう宗幸さんをス ペシ ャ

ルゲス トとしてお呼びして ､ ｢欲 しい未来 へ ･ 地域

のささえあい｣ を全体テ ー

マ に､ 欲 しい 未来に向け

て日々尽力してい ら っ しゃ るゲス トをお迎えして

ト
ー

クイ ベ ン トを行い ます｡

ぜひお気軽に ご参加ください !
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撼遊 匿壁 ざん

野球評論家 ･ 元読売ジャイアンツ外野手

元東北楽天イ ー グルス ヘ ッ ドコ ー チ

｢野球選手の知られぎる

もう
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橋本 大君きん 伴場 賢
一

さん 大橋 雄介さん
一 般社団法人りぷらす

一

般社団法人 B rid g e fo r F u k u s hi m a N P O 法人 ア スイク

｢石巻･ 健康づくりとリハビリの物語｣ ｢仙台･ 身近にいる子どもの物語｣

｢福島･飯館村の未来を描く物語｣

漂監覧空理号P蒜㌻恕忍苦雷雲至急内もいたしま弟

公益財団法人地域創造基金さなぶり

設立は2 0 1 1 年6 月2 0 日､ 全国の

3 2 4 人の寄付者の皆様によって設立

されました｡

東日本大震災からの復興と､ 復興に

とどまらない 豊かなまちづくりの為に､

地域の ことを大切に思う方と､ 地域の

為に活動をしてい る住民 ･ 市民活動

(N P O 等) をつ ないでいます｡

(寄付の仲介 ･ 資金の提供 = 地域に良

い 変化を引き出します)

我々の財団に対する寄付は､ 法人 ･

個人共に税制優遇が適用されます｡

寄付は､ 新たなつ ながりを育むもので

あり､ 地域に大きな変化を生むことが

できます｡ ど関心がありましたら､

お気軽にご相談ください ｡

所 轄 庁: 内 閣 府
理 事 長: 大 滝 精

一

支援決定額: 累計 約1 6 億円

〔非営利支援:3 0 5 団体〕
〔起業支援: 3 6 1 団体〕



開 会

1 8 時 1 5 分

休 憩

閉 会

2 1 時

主催者あいさつ

寄付ス ト ー リ ー

松本 匡史さん

未来ト ー ク

大橋 雄介 さん
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セ ･ リ ー グ年間最多の 7 6 盗塁を記録し､
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青い稲妻
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の 異名で
一

世を風靡した 1 9 8 0 年代巨人の俊足 一 番打

者｡ 長嶋茂雄監督の説得で入団を決意､ ドラフ ト5 位で

1 9 7 7 年に 巨人入団｡ 俊足巧打の外野手として活躍 した｡

1 9 8 7 年のシ
ー ズ ン終了後現役引退｡ その後はプロ野

球解説者､ コ
ー チ ､ ス カウトを務める ｡ 2 0 0 6 年 には

楽天の ヘ ッ ドコ
ー チ に就任し､ 仙台に在住 した｡

震災前から携わ っ てきた南相馬の野球教室は､ 震災の影

響で
一

時閉鎖中｡ 現在全国の野球教室で ､ 南相馬での体

験を伝えている｡

福島県福島市出身｡ 株式会社リクル
ー

ト マネジメン

ト ソリ ュ ー シ ョ ンズの組織人事コンサルタン ト等を
経て2 01 0 年 3 月に独立 し､ 仙台に移住｡ N P O 法人

せんだい ･ み やぎ N P O セ ンタ
ー

に て ソ
ー シ ャ ル ビジ

ネスの起業支援やネッ トワ ー

ク形成プロジ ェ クトを

担う｡ 震災発生直後にアスイクを設立｡ 著書に ､

｢3 ･ 1 1 被災地子ども白書｣ (明石書店) 等｡ 仙台市

協働によるまちづくり推進委員､ 全国子どもの貧困 ･

教育支援団体協議会幹事等｡

茨城県鹿嶋市出身 ｡ 理学療法士､ 一般社団法人りぷらす
代表理事｡ 妻と娘の 3 人暮らし｡ 東日本大震災後､ 石巻

市で支援活動開始｡ 2 01 1 年1 2 月石巻市へ 移住｡
2 01 3 年1 月 ｢

一

般社団法人りぷらす｣ 設立｡ ｢子供から

高齢者まで病気や障がいの有無にかかわらず地域で健康
的に生活 し続ける事が出来る社会を創造する｣ を理念に

活動｡ 障害者､ 高齢者のリハ ビリテ
ー

シ ョ ン､ 及びその

家族を支える活動や住民主体の健康づくり活動を展開中｡

僻現昏 二 皆鮎(巨= 懐組蚕｢患:札跡
二

嘩離 郷l紬 鮎曲鉱石滋頂

福島県福島市出身｡ 大学卒業後銀行に勤務｡ 転職し

医療系国際N G O で､ 途上国の小規模ビジネスや公衆
衛生に関わる ｡ その後､ F A O( 国連食糧農業機関) に
勤務し､ LS E( ロ ン ドン大学経済 ･ 政策大学院) で社会

政策学を学ぶ｡ 後に｣l⊂A( 国際協力機構)の専門家と
してアフ リカを中心に街づくりや人材育成事業に関

わる間に東日本大震災が発生し帰国､ 一般社団法
人B ri d g e f o r F u k u s h i m a を立ち上げ､ 復興事業や若

者の人材育成に従事｡ 復興庁政策調査官も美住して
いた｡

お名前(ふりがな)

0 2 2 ･ 7 4 8 ･ 7 2 8 4 阜
F A X

参加お申込みにあたっ て､ み なさまからお預かりする個人情報は､ 本イベ ント以外の目的で使用することは
一 切ありません｡




